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第1章緒
 Rickettsia pr⑪wazeki（R． p，と略記）の形態に

罪してはda Rocha Liniaの記述1）二二多形性

なる事が特長とせられてきた．帥ち普通に見ら

れる形は長さ0・3～0・4μの球菌「形のものであ

b，0・3～0・9μのビスケヅト型のものもあり，

Sikora s）は亜鈴形のものはO・3一一〇・9μと云ひ，

Zettn⑪w 1》は⑪・4～1・4μに達すると報告した．

叉Arkright 4》 ￥は球菌形のものに於ては長さ’

0・2～0・3＃，桿菌形のものでは05μと記述して

みる．同氏等並にOtto． D ietrich 2）は颪に於て

はR・P・を接種した早期のものでは2～3μ，時

によっては10pの綜状をなすと述べてみる．長

與，田宮，三田村，朋里ID等は家兎ヂッセメッ

言

ト膜に；壌殖せるR，P．は短連鎖のものでは0．5

～2．0ρ，長蓮鎖1の場合は2～31i，縣歌唱では3～

10μであったと云ってみる．一方，Cox e’）の報

告以來Rickttsiaの増養には二化鶏卵々黄嚢内

増養が慣用せられる事は周知の事實であるが，

R，p．感染海狽脳を接種：せる初代卵々黄嚢（卵黄

嚢は以下Y．S．と略記）内に於てはR・P・は見

出し難いものであるが7），私等は獲疹チフス罹

患海温隅乳剤を接種せる初代卵よりR．p．の累

代培養を行い，その間逐日的にRp．の形態並

に長さの攣化及び：Y．S．内R．P．の消長等に就

て研究したので蝕に報告する数第である．

第2i章 實験材料並に實験方法

     第1節實験材料
 1）接種R・P・は教室保存の：Breinl株である．

 2）海瞑は：4009のものを用い護熱第3日目に撲殺

し，騰を無菌的に取り出し生理的食領水にて10％乳剃

としたものを接種材料とした。

 3）鶏卵は市販白色レグホーン種を圭とせる受精

卵で39。Cの艀卵器内で7日間艀卵したものを使用し

た．

     第2節 實験 方 法
 1）接種方法は2孔法8）によりたる外は大醗Cox c’）

法に準線し謄乳虎の0・3ccを上記鶏卵Y・S・内に接

種した．2代卵以下にあってはR．P・感染Y・S・の

10％乳剤0．3ccを接種した．

2）’ R．P．の染色は谷・盛永の方法1・）により，1個

の卵に封し3枚のY・ S・の塗抹標本を作り網眼レンズ

を使用し，各標本に就て1⑪視野を検鏡してその申央値
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580 眞田・鰍谷・竹多

をとの1覗野のR．P・轍とした．

 長さの測定にはObjectmicrometerとOcularmicro一

meterの併用を以て測定した。實験卵激は接種後の途

日重量索に於て毎回生存卵3個を使用した．

第3章實駐成績
   第1節Y．s．内R．P．の天長

       （第；1表焼点）

    第1項 初代卵に於ける場合

 R感染隅乳剤を接種せる初代卵に．あっては，

接種後逐日的に検索したが，第7日に至るまで

               第1表

全例に於てRは楡出されなかった．但し，第5，

7日に検索しだ各1例に断てR． P．様小判を4

覗野に1個の割合で槍出したが，之等は卵黄卜

球との鑑別が困難なものであり，R、p．と断定

する事を揮り陰性とした。

Y。S。内RP．の消長
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    第2項 2代卵に於ける場合

 接種後第1日に於ては1覗野に2．7個，第；2

日に於ては6．8個，第；3日では102．0個，第；4日

132．0個，第5日136．4個，第6日139．7個，・e9 7’

日144．3個であった．

    第3項a3代卵に於ける場合

 第；1日ではZ7個，1第2日では22．2個，第3

日385．0個，第4日では466．3個，第：5日472．7

個，第6日4835個，第7日では489．3個であっ

た．

     第2節 R。P．の形態攣化

 初代卵に於ては前述の如くR．p．は見出し難

いので2代卵以降に就て實験した．

    第1項2代卵に於ける；場合

 接種後歯1日に於けるものは樺圓形のものの

みからなり，その長径は最：小なもので⑪・35μ最

大で0？41μ，中央値は0・38μであった・

 第2日に於ては楕圓形のも．の93％，桿菌形の

もの7％で，その長径は楕圓形のO・34Xtのもの

が最小で最大は桿菌形の⑪・S2μで中央値はO・43P

であった．

 第3日では楕圓形のもの69％，桿菌形のもの

24％で連鎖形も出現して7％を占め，R． P．の

長さは最小なるもので擶圓形の長径0・35μ，最

大は連鎖形の1・03μ，中央値は0・69μであった．

 第4日に於ては楷判形のもの49％，桿菌形の

ものは梢増加して3⑪％となり，蓮鎖形のものも

21％に出現して來た．RP．の長さは最小が槽

門形のものの長径036μ最大が蓮鎮形の1・88μ，

中央値は1．12μであった、

 第5日に於ける所見は糖島形のものは21％，

桿菌形のものは増加して43％となり蓮鎖形は

16％と僅かに減少を示した．長径の最小な竜の

は楷扇形の0・36＃，最大は連鎮形のL28μで中

第2表 2代卵に於ける場合
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央値は0・82μとなり前日に比し減少した・

 第6日では桿菌形40％，蓮鎖形6％，橋圓形

のものは54％で長さの測定値では最：小は楷圓形

の長径0・35＃，最大は連鎖形の1・011iであって

中央値は0・68、μとなり僅かに縮小した．

 第7日に持ては桿菌形23％，蓮墨形のものは

なく楕圓形のもの77％となった．長径は最小な

もので楷圓形の0・33μ，最：大では桿菌形の0・59μ

で測定値の中央値は前日に比して更に縮小して

O．46＃であった．

    第2項 3代卵に於ける・場合

 第3表に示した如く接種後第1日に於ては桿

菌形のもの54％，禰圓形46％で長径は最小なも

ので擶園形の0・38μ，最大は桿菌形のO・83μで

ありその中央値は0・61μであった．

 第2日では桿菌形のものが66％，槽押形34％

で長径測定値の録小は楷圓形の0・42μ，最大は

桿菌形の0・99μで中央値は0・71μであった・

 第3日置於ては桿’悪形56％，擶園形17％で連

鎖形は始めて出現しその百分半は27％であり，

長径の最：小なものが槽押形の⑪．49μ，最：大が蓮

甲形の1 ・8512であった．

 第4日に撃ては桿菌形45％，糖平野は減少し

て14％となり，懸歌形の癒のは始めて出現し綜

歌及び連鎖をなすものは41％で長さの測定値

の最：小は槽圓形の長径O・58μ，最大は早歌形の

3・26μで中央値は1・92Ptであった・

 第5日では桿菌形41％，糖圓形ti9再び増加し

て24％となり，墨壷形及び縣欣形のものは減少

して35％であった．長さの測定値の最小は禰圓

形の長径⑪・66＃，最大が綜僧形の2・02＃，中央

値は縮小して1・341tとなった

 第6日に於ては桿菌形，禰圓形は増加して夫

7t46％o，42％となり，連鎖形は前日に比し急激

に減少し12％となり綜覧形のものは見られなか

った・長さの最小は構甲形の長径055μ，最大

は蓮鎖形の1・73Ptで中央値は1・14Ptであった．

第3表 3代卵に於ける場合
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 第7日では桿菌形5⑪％，連記形は更に減少し

5％に過ぎす，その：浸さの測定値は：最小が楷圓

形の長径⑪・46μ，最：大は連鎖形の1・1⑪μ，中央

値は更に縮小して0・78μとなった．

第4葦総

以上行った實験成績に嘗て総括すれば次の如

くである．

 1＞R．p。感染海狽騒乳剤をY． S．内に接種

した初代卵にあっては，接種後脚5，7日に於

て各4地響に1個の割合でR．P．様小艦を楡出

したが，之等は卵黄小球との鑑別が困難なもの

であ勢，初代卵に於てはR．P．の槍出は容易で

はなかった．

 2代卵に於ては接種後早期即ち第1，2日に

てはR．P．数は夫々1覗野雫均2．7個，6．8個で

括

あるに封し，第3日に於けるそれは102個であ

b，R． P．は第2日より第3日に至る闇で勢望

的増殖をなし，・以後の増殖は比較的綾地で第7

日に於て144．3個に達した．

 3代卵ではY．S．内R． P．数は1覗野李均第；

1日7・7個，第2日22．2個であるのに比して第；

3日に至りRp．は第2代卵に於けると同様に

劃数的増殖をなし385個となO，その後比較的

綾慢に11R．．P．数を増し，第7日に於てR，P．数

は489．3個となつ2e．との成績は眞田9｝が先に
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報告した累代培養（第7代卵以降）に於けるもの

と同程度のものである．

 2）次にY．S．内Rの形態開化に就て観察し

た所，Y。 S．内Rは初代卵にあっては前蓮の如

くその楡出は困難であるが，2代卵に於ては接

種後早期に於て第1日では擶圓形のもののみか

らなり第2日に於ても大部分擶県外のもので桿

菌形のものは7％であるに過ぎないが，接種後

中期の第3日に至bRの劃数的増殖に至って機

智形は減少し桿菌形は増加して夫々69％，24％

となり，連鎖形の6のは始めて出現し7％を占

めY．S．内増殖Rは所謂多形1生を示すに至る．

連鎮形のものは第4日に於て最高となり21％を

占めるが第5日以降その％を減じ，第5日に於

ては桿菌形は最高，樺圓形は最低となる．後期

の第6日に於ては桿菌形は減少して40％，縮詩

形は増加して54％を占めるが蓮鎮形のものは6

％であb，第7目に干ては連鎮形は見られす桿

菌形のものは少く大部分縮圓形のもので77％で

あった．

 3代卵に於ては接種後早期（第1，2日）には

桿菌形及び橋圓形のもののみからなり，第3日

に至りRの封数的増殖と同時に連鎖形が出現し

て27％に達するが未だ綜1伏形のものは見られな

かった．第4日に於ては綜欺形のものは始めて

出現し，連置形のものも増加して41％となり桿

菌形，棉圓形のものは減少して夫々45％，14％

となる．第5日中は連判形（縣歌形を含む）及び

桿菌形のものは僅かに減少し夫々35％，41％と

なり，糖圓形のものは増加して24％となった．

接種後後期に嘗ては連鎖形のものは減少し繍伏

形のものは見られす桿菌形並に擶財形のものは

漸増して第7日に於ては桿菌形5⑪％，楷甲形45

％で蓮鎖形5％であった．

 3｝R．P．の長さの理化は第2代卵にあって

は接種後第1日では中央値がO・38Pt，第2日で

は⑪．43μで接種後早期には鯨り攣化がないが第

3日に至り0・69μ，第4日に於て更に増大して

：最長となり1・12μとなる．第5日では特長を縮

小して0・82μとなり接種後後期では再び艦長を

減じて第6日0・68μ，第7日．O・46μとなった．

叉その測定値の最小は接種後全期を：通じ擶境野

のものの長径⑪・33～α36μでさしたる攣化はな

いが，最長は接種後早期では桿菌形のO・43μ，

中期では蓮鎖形の1・881t，後期では同じく蓮鐡

形のL⑪1＃で第4日に於て最：大であった．

 第3代卵では接種後早期の第L 2日では

R・P・の長径の中央値は夫々⑪・61μ，0・70μで

大した差はないが第3日に至り急に伸長して

1・17μ，第4日L92μで最長となり，第5日以

降は長さは縮小し第5日L34μ，第6日1・14μ，

第7日に於ては⑪・78Ptとなった． R・P・の測定

値の最小は接種後早期ではO・38Pt，中期では

⑪・49μ，後期ではO・46μ（何れも岸壁形のものの

長狸）であり，最大は早期では桿菌形のO・83Pt，

中期では平伏形の326μ，後期では蓮置形の

1・73Ptであった．

 以上要するに拷問チフス罹患海狽騒乳剤を接

種した初代卵にあってはR．p．の槍出は困難で

ある。2代卵では接種後早期に潤ては糖圓形が

大多数を占め桿菌形のものは少VO．申期では

y．S．内R． P・の封藪的増殖と共に桿菌形のも

のは増加し回避形のものも出現し縮圓形のもの

は減少する．後期では桿菌形，連鎖形のものは

減少し第7日に干てはR．P．は軍旗形が大多数

を占める．長さの攣化は接種後早期では0．38μ

～0．43＃でさしたる差はないが，中期に至り

R．P．の樹数的増殖と同町に：第3日0・69μ，第4

日では1・12Xiで最長となり以後長さを減じ第7

日ではO．46／iとなったa

          き 3代卵では接種後早期では桿菌形及び糖圓形

のみからなり，中期では蓮鎖形のものが第3日

に始めて現れ第4日に最多となゆ以後その％を

減する．縣整形のものは第4～5日に於て見ら

れるが第6日以降では出現しなかった．接種後

後期では桿菌形，糖圓形のものは略相牛ぱし連

鎖形のものは僅かに残存するが短連鎖形のもの

であった．長さは接種後早期では0．61μ～0。71μ

で徐り差はないがRの封数的増殖と同時に第3

日に至り1・17Aとなり第；4日では1・92Ptで最長

［ 152 ］
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となり以後長さを減じ第7日ではO・78μとなり

略早期の長さに復寄する．

 Otto・Dietrich 2）， Arkright． Bacot‘）等は接種

後早期の颪では2～3／i，時によっては10＃の懸

欣をなすと云ひ・，野畑・田宮・三田村・羽里11｝等

も家兎ヂッセメヅト膜に増殖せるR．P．は3～

10μの所謂紐状形のものを報告し同時に羽里動

は綜歌形及び蓮鎖形のものは獲育の分裂に近い

型であると云ひ・，pinkerton． Hass 5）も組織培養

に於て20μに及ぶ綜ナ品形を報・託し，高等は増殖

期にあるものであると云っておる．

 艀化鶏卵Y．S．内R． P．は接種：後全期を通じ

桿菌形，橋二形のものの長さは先人諸家の成績

と略同様であるが，その封数的増殖の初期に蓮

弓形及び縣欺形の巻のが出現しag 4日に最：高と

なり，後期には減少する事から之等のものは老

円形ではなく獲育形であると思考されるが10・w

20μに達する様な懸状形のものは見られなかっ

た．伺2代卵に於ける蓮鎮形のものは最：長なも

ので1・88Ptで短連鎖のもののみであり，第3代

卵に見る如き綜状形のものは出現しなかった．

之は初代卵ではR． P．の楡出は困難であ塾2代

卵に於ては3代卵に於けるよbもRの護育が低

い事からY． S．内R．P．が未だY． S。に慣れす

好適護憲血肉を得ないためと考へられる．

                 第5章結

 1）獲疹チフス感染海狸臓乳岡を卵黄嚢内に

接種した初代卵にあってはRの槍出は容易では

ないが，2代卵に於てR・p・は接種後第2日よ

り第3日に至る間で封数的増殖をなし以後その

獲育は綾慢であるがag 7日に至り最高となる．

3代卵に於ても同様であるがR．p．の獲育は更

に上昇し，以降の累代培養に於けると同等の獲

育を示すに至る．

 2）Rの形態攣化は2代卵では接種後早期に

於て楠園形が大部分で桿菌形のものは少V・．中

期ではR．p、の塁寸歎的増殖と共に蓮錯形のもの

も出現し，桿菌形のものも増加し，同時にR．p．

の長径も伸長して最長となり後期に干ては之等

の形のものは減少し楕圓形のものは増加しR．P．

論

の長径も減する。

 3代卵に於『こも接種後早期には桿菌形，．糖圓

形のものからなウその長さには飴φ差はない

が，中期では2代卵同様R．P．の封数的塘殖と

同時に連々形のものが出現し懸釈形のものも見

られ長さは最長に達する．後期ではR．p．の長
       ゆ                            お
径は縮小し，綜歌形のものは見られす連鎖形の

ものは僅かに残存し，桿菌形及び楕圓形のもの

は略相牛ばする．即ち耳昨化鶏卵々黄嚢内R．p．

の増殖と形態，及び長さの間には一定の相關性

をもつて推移するものの如くである．

 （欄適するに臨み，終始御懇篤な御指導と御校闘を

辱うした恩師谷敢授に謝し満腔の謝意を表する）
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